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会   長  上野恭男 

直前会長  五十嵐政二 
副 会 長 柏原佳子・福原吉孝 
書   記  柏原佳子・島田 恒 
会   計  羽太英樹 
監   事  田舍庸男 
連絡主事  柳原謙介 
六甲部交流主査補佐 五十嵐政二 
   

YMCA のユースアクティビティ 
                             島田 恒 

YMCA は 1844 年、産業革命下のロンドンで産声を挙げた。

資本家階級と労働者階級との格差は激しく、農村地区から

出てくる労働者たちは賃金・休暇・安全・住居等で想像を絶

する環境に置かれていた。青少年の健全な生活を願って、ジ

ョージ・ウィリアムズが若い仲間と共に立ち上がったのは、若干

22 歳であった。今日、世界に広がり影響力を有している

YMCA は、まさにユースの自主的な革新的活動に源をもって

いる。 

21 世紀、私たちのユースの現実は大きく変化した。わが国で

は、学歴を求めて小学校高学年から塾通い、大学生はクラ

ブ活動やさまざまな関心事に時間を用いている現実がある。

経済的に豊かな環境のなかで、真の豊かさを深く求める風潮

は時流とはいえない。 

しかし、YMCA には学び・活動・交流等のなかで、真の豊かさ

に触れることのできる機会がある。時代が変わっても、経済的

に豊かになっても、それを超えた真の生きざまが間違いなく存

在する。YMCA は、キャンプや諸活動のリーダー、ボランティア

活動、宗教的経験、それに伴う人間の交流を提供している。 

キャンプや国際ワークキャンプの機会、リーダーとしての働きや

ボランティア活動・・、YMCA もワイズメンズクラブも心してユー

スに機会を提供し、真の生きざまへの道を開いていこう。

YMCA はユースから生まれ、ユースに対する活動から始まった

のである。 

           ７月例会出席表 

第１例会出席者 
メンバー  １２名 
ビジター   ５名 
ゲスト     ２名 
メネット   ２名
ｺメット    ３名
合 計   ２４名

例会出席率 
出席者   １２名 
メイクアップ   名 
合 計    １２名 
在籍者   １７名 
（内広義会員１名） 
出席率    ７５％ 

ＢＦ切手    

累計  ｇｍ 

 

ニコニコ 

７月  17,190 円

累計  17,190円

主   題 

国際協会会長   Ｊｏａｎ Ｗｉｌｓｏｎ  
「私たちの未来は、今日から始まる」”Our Future BeginsToday”
 

アジア地域会長  Ｔｕｎｇ Ｍｉｎｇ Ｈｓｉａｏ  
「ワイズ運動を尊重しよう」    ”Respect Y’s Movement”
 

西日本区理事   岩本 悟（熊本西クラブ） 
「ワイズ魂で 更なるワイズの活性化を」 
”Ｅｎｅｒｇｉｚｉｎｇ Ｙ‘Ｍｅｎ’Clubs with the Y’s spirit !” 
 

六甲部部長     長井慎吾（西宮クラブ） 
「楽しい交流と、やりがいのある奉仕活動で更なるクラブ 

活性化を図ろう」 
芦屋クラブ会長  上野恭男 

「ワイズの原点に戻ろう」 

今月の聖句 

競技をする人は皆、すべてに節制します。彼らは朽ちる冠を

得るためにそうするのですが、わたしたちは、朽ちない冠を得

るために節制するのです。  
コリント信徒への手紙一９章２５節 

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
A f f i l i a t ed  w i t h  the  I n t e r na t i o na l  Assoc i a t i o n  o f  Y ’s  Men ’s  C ｌｕｂｓ

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998

 
 

Address ： Yasuo Ueno  〒659-0074 2-8-304 Hirata-cyo,Ashiya,Hyogo,Japan 
Mail ： uenoashiya@kbd.biglobe.ne.jp  Tel. 0797-32-9360 
URL ： http://www.kobeymca.org/kobe_ymca/ys/ashiya.html  

８月西宮・芦屋両クラブ合同例会 

と き： ２０１６年８月１７日(水) １８：30～2１：00 

ところ： ホテル竹園芦屋 ３Ｆ宴会場          

司会： 足立康幸ワイズ（西宮）、福原吉孝ワイズ（芦屋） 
 
開会点鐘 万本敬一西宮クラブ会長 

クラブソング斉唱 

聖句朗読 小野勅紘ワイズ（西宮） 

羽太英樹ワイズ（芦屋） 

ゲスト・ビジター紹介 司会 

食前感謝  小野勅紘ワイズ（西宮） 

会食歓談 

演奏 ヒルビリー・オーサムズ 

ダンス スパイシーエンゼル 

演技 随時披露 

ＹＭＣＡ報告 柳原謙介連絡主事（芦屋）    

誕生祝い 

皆さまご一緒に輪になって 山本容子メネット 

閉会点鐘 上野恭男芦屋クラブ会長 



７月第１例会（キック・オフ）報告 

日 時： ２０１６年７月２０日（水）１９：００～２１：００ 

場 所： 芦屋市民センター ２０３号室     （敬称略） 

出席者：五十嵐政二、上野恭男、柏原佳子、桑野友子

権甲植、篠坂幸彦、島田恒、畠中光成、羽太英樹、

福原吉孝、坂東幸子、（各メン）五十嵐かほる、畠

中由佳（各メネット） 柳原謙介（連絡主事）    

ビジター： 長井慎吾（六甲部部長）、山本常雄（同会計）

足立康幸（西宮）、大野智恵（神戸ポート）、高木宏

（神戸ポート） 

ゲスト： 菅原進、上野義治（島田友人）、ミリー＆ローリー 

（五十嵐マゴメット）、琶子（畠中コメット） 
 

７月第キック

オフ例会は、

五十嵐会長

の「この１年

は 今 ま で に

な い 珍 し い

国々を紹介

し 楽 し い 例

会が出来た

と思う。心からホットしています」と話されて、開会点鐘からス

タートしました。羽太英樹ワイズの聖句の紐解きは、涙なく

して聴くことが出来ませんでした。（別稿紹介） 

多くのゲスト・ビジターをお迎えし、中でも２回目ご参加の上

野義治氏は

「毎 回 参 加

いたします」

と嬉しいご挨

拶、五十嵐

ご夫妻のフラ

ン ス 在 住 の

マゴ メ ットは

マイクを向けると「おじいち

ゃま お疲れ様でした」そ

の素直な対応が微笑まし

く、また久しぶりの畠中ファ

ミリーにもエールをお送り

出来たようです。 

長 井 六 甲 部 部 長 は 、

「芦屋クラブさんの例会は

いつもお手本にしたいと思

っていますが、今回は特にアットホームで素晴らしい。ワイズラ

イフを楽しもう、しかし楽しいだけでは飽きてしまう。ボランティ

ア活動にも力をいれたい」と話されました。 

続けて会長交代

式です。長井部

長と山本六甲部

会計の立ちあいの

もと、「４つの I で

始まる・・」式文が

格 調 高 く読 みあ

げ ら れ 、 上 野 新

会 長 が 宣 誓 し、

直前会長から現会長にバッジが装着されました。 

権ワイズの朗々とした食前感謝の後にもりおかクラブからの

清酒（石巻広域クラブ

チャーター記念）熊本

みなみクラブからの「くま

もんのお煎餅」をご紹

介いたしました。今回

の目玉、上野会長お

骨折りの「うな重」は大

好評でした。元気を戴

き、いよいよ後半です。メンバーズスピーチは「ブラジルあれこ

れ」です。上野会長が９歳の時、日米交換船でブラジルか

ら 帰 国 さ れ

る ま で の 記

録を御父上

の 日 誌 か ら

抜 粋 さ れ た

レジュメから

戦争勃発の

慌 た だ し い

状況が伝わ

って参りまし

た。「天気晴天なれど視界悪し」と綴られている文語体は美

しく思います。帰国時の「日本ニュース」の動画も流されまし

た。白黒の映像は暗黒の時代を迎えることを想像させます

が、船から降りる日本人はスーツ姿に帽子、女性もスーツに

ヒール、帽子とお洒落で姿勢正しく誇らしく思いました。一

変して画面はカラーになりブラジルの食べ物、フルーツ、動物

たちが紹介されサンバのリズムと映像がスクリーンに浮かびま

す。子供さんたちが参加とあって急遽入れられたかと思いま

すが、こういう一面を持たれた会長がこの１年をどのようにリー

ドされるのか楽しみではあります。 

サプライズは、韓国親睦旅行で細心の心遣いを戴いた権ワ

イズに、感謝の気持ちを込めて参加者一同から紅白のワイ

ンが贈呈され、喜んでいただきました。（ワインの手配を篠坂

ワイズお世 話さま）

準備なくして成功な

く、ともあれ 1 年のス

タ ー ト は 大 成 功 ！

熱い 1 日を感謝で  

終わります。  

  柏原佳子 

 

（写真は菅原進様提供） 
何時も受付や準備、ありがとうございます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六甲部第１回評議会 

７月３０日（土）六甲部第１回評議会が元町ラッセホールで

開催されました。開会点鐘・ワイズソング・開会挨拶・ｅｔｃ．、

定数確認（今期１２６名中５９名の出席）の後、評議会は成

立、芦屋クラブからは上野会長・五十嵐・柏原・篠坂・島田・

羽太・福原・桑野（各ワイズ）８名が参加しました。 

長井新部長から新役員・事業主査が紹介され、拍手で歓

迎しました。２０１５－１６年度の活動報告・会計報告及び

会計監査等は滞りなく承認され、続いて新年度部長方針・

活動計画が報告されました。部長主題の副題として「我々の

足元を着実に」（８クラブの相互交流で、各クラブが真に活性

化する道を見出そう）、六甲部の結束とメンバー増強がクラブ

活性化に繋がると力強く語られました。 

新年度会計予算は「入るを

計って出を制す」の緊縮予算、

「活動費が計上されていない

のでは？」との質問も出ました

が、「収入の範囲内で支出を

図るべきで、必要な事業費は

その都度審議する」と予算の

明白な意図を説明され、承

認されました。 

事業主査に続いて会長の方針事業計画の発表、上野会長

は「ワイズの原点に戻ろう」の会長主題の下、方針・活動計

画を具体的に語られました。 

定刻に評議会は終わり、納涼懇親交流会が始まりました。 

テーブルブッフェで

次々と料理が運

ばれ、ビールやワ

インのフリードリン

ク、各クラブの紹

介と近況報告、

例 会 へのお誘い

等、和気藹々の

内に時間はたち、

ＹＭＣＡの歌、閉会となりました。         桑野友子 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「友のために自分の命を捨てること、 

     これ以上に大きな愛はない。」 
               ＜ヨハネ福音書 １５：１３＞ 

ずいぶん昔の話になりますが、私は関学の中学部時代にグリ

ークラブに所属していました。ある年、演奏旅行で和歌山県

南部（みなべ）の田舎町に行き、そこで出会ったのが升埼外

彦牧師でした。 

金沢のお寺の子息として生まれ東京で学ぶ中、路傍伝道の

キリスト教に触れて伝道者になる決心をするのです。それが

ため親から勘当されます。金沢を出た升埼先生は神戸の神

学校に入り、賀川豊彦と出会います。そして島根県の田舎

で伝道活動をし、その後、賀川先生の勧めで和歌山伝道

を始めることになり、神戸港から和歌山に向かう途中、折か

らの台風で船は難破してしまいます。九死に一生を得て南

部の海岸に打ち上げられたその地が神さまから示された土地

だと感じた先生は、伝道拠点として知的障がいのある子ども

たちの施設（紀南労祷学園）を起こしました。土地の人たち

はこれを「アホ学園」と呼んでいたというのです。 

その学園に私たちグリークラブの中学生は一泊させてもらいま

した。その学園での一泊は今でも鮮明に覚えています。知的

障がいのある「忠やん」と呼ばれていた少年の話を聞きまし

た。忠やんは何年か学園で暮らしましたが、ある日忽然と姿

を消してしまいます。 数年たち、忠やんは船乗りになり働い

ていたのです。 ある日、大しけに遭い、船は暗礁に乗り上

げ、船底に穴が開き浸水がとまりません。「船長！船を陸

に！」と船底から叫ぶ者がいます。忠やんでした。彼は自分

の太ももを船底の穴に突っ込み浸水を止めていたのです。船

員たちは必死になって水をかき出し、船は沈没を免れまし

た。残念ながら、忠やんは右大腿部をもぎ取られ出血多量

で死亡します。彼のことを「アホ忠」と馬鹿にしていた船員は、

彼によって助けられたのでした。忠やんは升埼牧師から教え

てもらった聖書の言葉を一つだけ覚えていました。それが今月

の聖句です。 もう一度読みます。 

「友のために自分の命を捨てること、 

これ以上に大きな愛はない。」 

                    羽太英樹

                    ツグミンお元気で！ （最終回）                 篠坂幸彦 

◆《アメリカ花水木》が濃いピンクに色づき、足元に１０株程の《日本水仙》が満開。すっかり春らしく《桜の蕾》もチラホラ、そして

《ツグミン》の様子に気になることが、、。◆ひとつはお目出度い事で時々スレンダーな彼女らしきお相手を連れて来る様になっ

た。（カップリングは鳥類ではよくある習性）◆もうひとつ、彼の体形が何となくメタボと診断されてもおかしくないほどポッチャリに。

◆以前、４月中頃に万博公園の《森林の中に架かっているウッドブリッジ》を渡って野鳥の観察をした際に５０羽程の《ツグミの

団体さん》とバッタリ。そして「あぁ 此処が彼等渡り鳥の長い旅立ちの《集合場所》なんだ」と勝手に想像した。◆だが集合時

間に間に合ったとしても《ツグミン》は労せず私の勝手で好物ばかり与えられ《メタボ化》し、旅立つたとしても果たして皆と一緒に

北上し最終目的地に着けるのだろうか。（ひょっとして青森あたりで、、。と一抹の不安が）◆《自然回帰》に逆行している過剰

なる給餌に自責の念を、、。（近隣への迷惑も考慮して、野鳥に対しては餌の少ない冬季に限り給餌してはと専門書にあり反

省。）◆いよいよ桜が満開となった頃、彼は思わせ振りに顔を見せる頻度が少なくなってきた。そろそろ集合場所の万博公園へ

向かうのだろう。◆いさぎよく散った桜と共に覚悟はしていたがその時が来た。《メジロ》は勿論の事、《ツグミン》も顔を見せなくな

った。その日、私はただひたすら彼が無事に皆と一緒に帰れる様に祈っていた。《ツグミンお元気で！又の日まで》  

◆《参考》《梅にウグイス》《ウグイス色》の言葉は万葉の時代の俗説であり当時は《メジロとの区別がつかなかったのだろうと言わ

れている。《ウグイス》は濃い茶褐色であり、《ウグイス色》とはほど遠く、鮮やかな濃淡グリーンの《メジロ》と見間違えとか。また

《ウグイス》は《梅の樹》には用事なく（脂質の物を好み）花には、ほとんど来ないと判明、一つの謎が解けた。 



第２例会議事録（抄） 

日時： 7 月 27 日（水） 

場所： 市民センター204 室  

ブリテン会議： 18 時～18 時 30 分 

第２例会：  18 時 30 分～2０時３0 分 

（キックオフで議事多く、30 分超過） 

出席者： 上野会長・五十嵐・柏原・桑野・島田・篠坂 

羽太（各ワイズ）､柳原連絡主事 
 

◇第１例会の予定 

・８月１７日（水）18 時 30 分～21 時 

西宮クラブとの合同例会とし、ブッフェスタイルで進行。

＠6,000 円で飲み放題プラン。1,000 円をクラブ補助とし

会費 5,000 円とする 

・９月２１日（水）メネット月間として五十嵐かほるメネット

にイニシアティブをとってくださるよう会長より依頼する 

・１０月・１１月はメンバーズスピーチを検討する方針 

候補者： 畠中・篠坂・五十嵐・島田・羽太（各ワイズ） 

・１２月２３日（祝・金）クリスマス祝会 

 今年は趣向を変える。 クリスマス実行委員で計画、 

ゴスペル案等の案がでている  

◇第１回評議会の出席の確認（補助金は交通費として

1,000 円） 出席者： 上野会長・五十嵐・柏原・桑野・

篠坂・島田・羽太・福原（各ワイズ） 

◇熊本地震神戸ＹＭＣＡユース派遣支援金の件  

  芦屋クラブからは 30,000 円を事業費（YMCA)の勘定か

ら支出 

◇第２例会会場について   

  ８、９、１０月は市民センターで行い２０時までの時間厳

守とする。残った議事は第３例会で話し合うこととする 

  ８時１５分に「ひろ」を予約、会計は島田ワイズ 

◇羽太会計より６月度会計、２０１５/１６年度決算報告

があり承認 

新年度予算については若干の修正の上、承認 

◇例会準備&後片付けにドライバー制の導入 

毎月３～４名のグループ編成で、準備・後片付けのみを

義務付ける  

◇さくら祭りで残した材料の処理方法 

・封を切られたタレ、チヂミ粉は希望者に 

代金はニコニコを希望♪ 

 賞味期限のある未開封分は次回使用 

・ エ プ ロ ン を お 揃 い で 作 る 件 に つ い て   

は再度検討する 

◇その他 

・STEP 受入れについては芦屋クラブからは申し出で無し               

*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～* 

今後の予定 

★９月１７日のもりおかクラブ１０周年記念例会訪問 

航空券・宿泊手配は上野会長、もりおかクラブとの連絡

については柏原書記が取りまとめる 

★ローンボール大会： １０月１日（土）  詳細後日 

★チャリティーゴルフコンペ： １０月１２日（水） 詳細後日 

★六甲部部会： １１月１２日（土） １４時～１９時 

           ラッセホール（元町 詳細後日 

 

 

 

◇神戸 YMCA と生活科学運営のコラボレーション（協働） 

スタート！ 

神戸市加納町にあった第４期会館が取り壊され、現在、第

５期会館として「神戸ＹＭＣＡ三宮会館」が同一場所に建

築中、２０１７年２月に完成予定です。地上１１階建てで、

３階部分までは神戸ＹＭＣＡの本部機能、チャペル、専門

学校、国際・地域活動サービス、４階から１１階までが、協

働事業者による高齢者の方の入居住宅（介護付き有料

老人ホーム）「ライフ＆シニアハウス神戸北野」となります。協

働事業者は 30 年以上に渡り高齢者の方の入居住宅の運

営を担ってこられています。今回の入居住宅では、お元気

な方がよりその住まいを中心に生活を豊かにしていくことが出

来ること、また、介護が必要になっても、同じ建物内で暮ら

しを継続していくことが出来る特徴があります。また、建物か

ら車で１０分程度の場所に神戸ＹＭＣＡファミリーウエルネス

センターがあり、専用マイクロバスでの送迎により、プールやス

タジオ、マシン施設などで運動を楽しむことが出来ます。 

協働事業者：長谷工グループ 株式会社 生活科学運営 

http://www.seikatsu-kagaku.co.jp/ 
 
◇ユースプラザＫＯＢＥ・ＥＡＳＴ 高校生保育講座 

中高生プログラムの１つとして、第３回高校生保育講座を

行いました。座学２回（7/18・23）実習 5 日間（7/27～8/2

※土日を除く）を、頌栄短期大学・頌栄幼稚園のご協力

のもと行いました。座学では、頌栄短大の原先生・幼稚園

の安部園長先生に保育の仕事や、子どもの理解について

学びました。実習では、座学で学んだ事が、実際の保育の

場でどのように活かされているのかを体験すると共に、プロの

先生たちと一緒に子どもと接することや、掃除や準備など本

物の体験をさせて頂きました。高校生のお兄ちゃん・お姉ち

ゃんは子どもたちにも人気で、すぐに園庭を走り回ったり、お

もちゃで遊んだりとしていました。参加した高校生は、幼稚

園教諭や保育士になりたいと思っている生徒達で、本物の

現場で体験することで、将来のビジョンが少しでも大きくなっ

てもらえたらなと思います。 
 
◇ユースキッズまつり 

この夏も、ユースプラザＫＯＢＥ・ＥＡＳＴにて、ユースキッズま

つりを行います。中高生の運営による手作りゲームコーナー

や、神戸市立東灘体育館の協力によるサーキットチャレン

ジ、御影高校吹奏楽部によるコンサートがあります。親子で

楽しめる催しがいっぱいあります。是非お越し下さい。 

日時： ８月２７日（土）１１：００～１６：００ 

入場・参加費 ：無料 

対象： 幼児～小学生低学年の親子 

 

ＹＭＣＡニュース 

編集後記： ◇暑い熱い８月、色々の想いが交錯する

月です。◇治安や設備に問題を抱えながらも、リオデジ

ャネイロのオリンピックは開幕、競泳や体操等にメダルの

期待がかかります。「参加することに意義がある」などとは

言えなくなった昨今、日本選手に頑張ってほしいです

ね。寝不足にならないように応援しましょう。 桑野友子


